
The Comedy of Errorsについて

内　　山　　倫　　史

The Comedy of Errorsは, Love's Labour's Lost, The Two Gentleme71 0f VTerona,

The Taming of lfle Shrew　とともに, Shakespeare　の最も初期の喜劇作品の一つであ

る｡この喜劇の原典は, p-マの喜劇作家PlautusのMe7laeChmiであり,更に同じ作家

のもう一つの作　AnlPhitruo　からも.多くの喜劇的要素が取り入れられている.然L

Shakespeareはこのp -マの喜劇をただたんに翻案したのではなく,彼自身の独創的なも

のを多くつけ加え, The Comedy of Errors全体の雰囲気を, Plautusのものと非常に違

ったものにしている｡

この小論の目的は.その相違を考察して,習作時代におけるShakespeareに,己に後

期の大作への萌芽が見出されることを解明することにある｡

(1)

S. T. Coleridgeは, The Comedy of Errorsを許して, HThe myriad-minded man,

our, and all men'S, Shakespeare, has in this pleCe presented us with a legiti一

mate farce in exactest consonance with the philosoplCal prlnCiples and charac-
1)

ter of farce, as distinguished from comedy and from entertainments. "と述べ,

この喜劇が徹頭徹尾`farce'であることを強調している｡然し我々がこの喜劇を詳細に考

察する時, ShakespeareがPlautusの作品を改変することにより,後期の大作を思わせ
2)

るすぼらしい喜劇-発展させていることがうかがえるのである｡

先づ, Plautusの作品では,父は劇が始まる前に亡くなっており,母は全くあらわれて

いないが, Shakespeareはそれを変え,この｢喜劇｣には, SyracuseのAntipholus及

びEphesusのAntipholusの父母, EgeollとEmiliaを登場させ,劇全体に統一を

与えていることは注目に値する｡つまり　The Comedy ofErrorsは, Syracuseの商人

Egeon一家の`relationship'-嵐による一家の離散から最後の再会-という一本の太

い線で最初から終りまでつらぬかれ,この劇の中心のplotである｢人違い｣ (`mistaken

identity')もその枠の中で行われ,すぐれた喜劇的効果を収めているのである｡

この劇は先づEgeonがEphesusの街に捕えられ,処刑直前の立場にあるところから始

まるが,第一幕第-場, Ephesusの大公Solinusに, EgeonがEphesusへ来た理由を

説明する台詞(1.1.3ト95, 98-120, 124-139)は,この劇の雰囲気をかもしだすのに低めて
3)

重要である｡ EgeonはSolinusに,帰ロの途中嵐にあい,妻子と別れ別れになって

Ephesus -辿りついたことを説明するが, Shakespeareの劇においては,嵐,難船.刺
4)               ●   ● ●  ●

磨,再会は,屡々後期の作品に用いられているテ-マであり,己にこの初期の作品において
●  ●

もそのテーマがうちだされていることは注目に値する｡更に,この劇においてほ,第一幕第

一場の難船は,第一幕第二場以後の｢人違い｣ (`mistaken identity')のplotを展開さ

せる上にも極めて重要である｡このように,第一幕第-場は,この劇全体のプロローグのよ
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うな役割を果し,以後スピ-ディに場面が展開されていくのである.

(2)

The Comedy of Errorsの原典であるPlautusのMenaech7m'においてほ,一組の双

生児しか用いられていないが, Shakespeareはそれを改変して,二組の双生児を用いた｡

この劇では, SyracuseのAntipholus　と　EphesusのAntipholus,それに加えて,彼

等の召使いであるSyracuseのDromioと　Ephesus　の　Droユnio,という二組の双生児

を作りあげた為, ｢人違い｣ (`mistaken identity')の可柁性は大きくなり,事件は益々複

雑になって,すぐれた喜劇的効果を収めている｡

先づ`mistaken identity'が幕をあけるのは,第一幕第=場, SyracuseのAnti-

pholusが, 1,000マルクのお金を持たせてCentaur飽-やった管のDromio弟がすぐ戻

ってきた,と思ったところからである｡実はこの男は双生児のDromio兄の方で,女主人

Adrianaの命令で,彼の主人のEphesusのAntipholusを迎えにきたのである｡ここ

でお互いに相手の云うことが通じない為-騒動起るのである｡ SyracuseのAntipholusは

Dromio兄に, ｢きさまにわたした1.000マルクのきんすほどこにある｡ ｣と尋ねると.

Dromio兄は次のように答える｡

I have some marks of yours upon my pate,

Some of my mistress'marks upon my shoulders,

But not a thousand marks between you both.　　　　　　　(1. 2. 82-84)

`marks'- ｢傷跡｣と｢マルク｣ -のpunに気がつかぬSyracuse　の　Antipholus

は, Dromioがてっきり彼の金をごまかしたと思い, ｢間違い｣のPlotが展開するのであ

る｡特に, `a thousand marks'の用い万は巧みである｡

これを切りだしに次々と｢間違い｣が起り, ｢人違い｣が主要な役割を浜ずるが,更に,

この喜劇の重要なテーマの一つは, `mistaken identity'による`loss of identity'のテ

ーマである｡ SyracuseのAntipbolus　も, Dromio弟も,余りにも屡々起る`mistaken

identity'の為,遂には｢自分を見失う｣ようになるのである｡

このテ-マが最初にうちだされるのほ,第一幕第二場,冒頭,商人AがSyracuseの

Antipholusに云う台詞の中である｡ SyracuseのAntipholusは, Dromio弟と一緒

に,母と兄を探す旅に出てEphesusに辿りついたのであるが,彼に向って商人Aほ次の

ように云う｡

glVe Out you are Of Epidamnum,

Lest that your goods too soon be confiscate; (1. 2. 1-2)

これにすぐ続く台詞の中で, ｢今日もSyracuseの商人が当地に来た為捕えられ,身代金

を払うことができず,この町の法令により死刑になる｡ ｣ (1.2.3-7)ことを述べ,彼に

Ephesusでは素性をかくすよう忠告し,再会を約して立ち去る｡商人Aと別れたSyra-
●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●
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cuseのAntip壬101usは次のような独白を述べるが,この台詞の中にも, `loss of iden-

tity'のテ-マがはっきりあらわれている｡

I to the world am like a drop of water,

That in the ocean seeks another drop,

Who, falling there to find his fellow forth,

(Unseell, unquisitive) confounds llimself.

So I, to find a mot壬ler and a brother

ln quest of them, unhappy, lose myselユ. (1. 2. 35-40)

この台詞は,この劇における彼の役割を象徴しているものとして重要である｡彼は,母と兄

を探し求める時,屡々起る`mistaken identity'のため,遂には｢自らをも見失ってしま

う｣のである｡ Shakespeareは,それを, ｢大海原にもう一滴を探し求め,仲間を見つけ

出そうと海にとびこみ,遂にはその形を失ってしまう一滴の水｣のイメージであらわしてい
●  ●  ●  ●

るのである.この｢一滴の水｣のイメ-ジは,第一幕第一場で, EgeonがSolinusに,

一家離散の有様を難船のイメ-ジで説明した為のイメージの流動と考えられる.然し,
●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　■　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●

｢自己を失う｣ことを屡々`waterdrops'や, `meltillg'のイ

メージであらわしていることを考えると,この初期の作品に己にその技巧が見出されること

は注目に値する｡

第一幕第二場は`mistaken identity'による`loss of identity'のテーマで終始してい

るが,この場の最後にあらわれるSyracuseのAntipholusの次の独自も重要である｡

Shakespeareが後の作品で
5)

メージであらわしていること

They say this town is full of cozenage;

As, nimble jugglers that deceive the eye,

Dark-working sourcerers that change the mind,

Soul-killing witches that deform the body,

Disguised cheaters, prating mountebanks,

And many such-like liberties of sin:
6)

If it prove so, I will be gone the sooner. (1. 2. 95-103)

Shakespcareは,原典Menaechmiにあらわれる町Epidamnumを,この台詞にみられ
7)

るように,聖書の中の, `socery'で有名な町Ephesusに改変した為,ここでほ, ｢眼をあ

ざむく｣とか, ｢心をまどわす｣等の言葉で示されるように,一段と`loss of identity'の

雰囲気がかもしだされているのである｡

さて, `mistaken identity'の連続で, SyracuseのAntipbolusも, Dromio弟も,

次第に｢自分自身が分らなく｣なり, `loss of idenlity'のテーマは,第二幕第二場,二人

がAdriana　と　Lucianaに話しかけられる時,クライマックスに達する｡特に, Dromio

弟は,全然知らない相手から名前まで呼ばれ,びっくりして次のように述べる｡

Syr. Dro. I am ira71Sformed, master, am I not.?
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Syr. Ant. I think thou art in mind, and So am I.

Syr. Dro. Nay, master, both in mind and in my shape.

Syr. Ant. Thou bast t壬line own form.

Syr. Dro.　　　No, I am an ape.

Luc.　　If thou art chang'd to aught, 'tis an ass.

Syr. Dro. 'Tis true, she rides me, and I long for grass;
8)

'Tis so, I am an ass･-　　　　　　(2.2.195-201) (イタリックは筆者)

二人は,遂に自分自身が別のものに`transformed'(変ってしまった)ように感じるので

ある｡この台詞にもあらわれているが, ‖ass"とか, Hape"などの`animal images'がこ
9)

の劇に頻出することも`loss of identity'のテーマを強めているものとして注目に値する｡

(3)

第一幕,第二幕は, `mistaken identity'により, SyracuseのAntipholusとDromio

弟が`loss of identity'を経験するテ-マが中心となっているが,第三幕,第四幕になる

と,更に新しいテーマ-disruption of relationships-に発展する｡

`family reunion'を求め,母と兄を探しに出たSyracuseのAntipholusは,皮肉に

ち,至る所で正常な関係の破壊者になっている｡

先づ`mistaken identity'によってAdrianaの家-行くことにより,第三幕第-場で,

EphesusのAntipbolusが閉め出しをくう原因を作り, Adrianaと彼女の夫, Ephesus
10)

のAntipholusとの正常な夫婦関係にひびをいれることになる｡第四幕では,首飾りの件

で, EphesusのAntipholusと金細工師Angeloの関係を,更に商人Bと金細工師

Angelo及びEphesusのAntipholusとの関係を台なしにする｡一方,彼はいつも間違

ったDromioに合うことにより,両Dromioは主人に打擬され,その為主人対召使いの

関係を破壊することになるのである｡その結果Ephesusの町は,その名にふさわしい

Chaosの場となる｡

Shakespeareは,或るイメ-ジを一つの場面に集中させ,その場の雰囲気をたかめるの
ililE

にすく､､れた劇作家であるが,第四幕においても, "devil"というイメージを頻出させ.その

効果をあげている｡ SyracuseのDromioは, EphesusのAntipholusが逮捕されたの

を,主人のSyracuseのAntipllOlusが逮捕されたものと思い,その事をAdrianaに話

す際,警吏を…devil"と呼び, "one that, before the judgment, carries on souls to

hell;〟(4.2.40)と述べている｡娼婦に話しかけられるSyracuseのAntipllOlusは,

"Satan avoid, I charge thee tempt me not.''(3.4.46)と叫び, Dromio弟と次のよ

うな言葉のやりとりをするが,その台詞の中にも"devil"のイメージがあらわれる｡

Syr. Dro. Master, is this mistress Satan.

Syr. Ant. It is the devil.

Syr. Dro. Nay, she is worse, she is the devil's dam;　　　　　(3.4.47-49)

又同幕同場,主人を狂気と思ったAdrianaはPinch　となのる教師をつれてきて,主人を
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正常にもどそうとするが, Pinch　もEpbesusのAntipholusの体内に｢悪魔｣が住みつ

いているものと思い,次のように叫ぶ｡

I charge thee, Satan, hous'd within this man,

To yield possession to my holy prayers,

And to thy state of darkness hie thee straight;

I conjure thee by all the saints in heaven." (4. 4. 52-55)

このようにHdevil''とか,それに関係のある　日Satan'', Hhell"等のイメ-ジの頻出によ

り,正常な人間関係を破壊された人達,及びその人達の住んでいる混沌とした町の姿が巧み

に浮彫りにされている｡

第五幕になってようやく正常なHrelationship"がとりもどされるが,その立役者は,

Shakespeareが原典を改変して創造した人物,今は尼僧院主のEmiliaである｡背景を,

尼恰院という宗教的雰囲気のある場所にしたのも,最後の和解の場としてほ極めて適切な技
12)

巧である｡又,この場で公爵Solinusが, Egeon,首斬り役人その他の者を従えて登場す

ることにより,第一幕第-場のEgeonに関する場面が再び展開され,この劇の結びとして

は効果的である.ここで, Egeon,妻のEmiiia, Antipholus兄弟. Dromio兄弟等すべ

ての者が顔を合わせ,尼僧院主Emiliaの仲立ちにより, `mistaken identity'によるす

べての誤解は解消する｡この場における公爵の次の台詞, HWhy, what an intricate im-

peach is this?/I think you all haL･e drunk of Circe's cul,." (5.1.270-1) (イタリッ

クは筆者)紘,今迄｢自己を失っていた｣人達の有様を巧みに述べている. R. A. Foakes

は,この最後の｢和解｣の場面を許して. =Bitterness gives way to harmony, a har-

mony celebrated in a feast that marks a new beginning, a new life, a bap-

tismal feast, from which Antipbolus of Ephesus will not be excluded. Here

the characters recover or discover their real identity, order is restored, and

the two pairs Of twins follow the others off the stage, that masters embrac-

ing, the servants hand in hand. Violence is replaced by mildness and love, and
13)

the sense of wiLchcrafも, evil and circean transformation is dispelled."と述べて

いるが適切な言葉である｡この最後の場面には,何かキリスト教的恩寵の色が,ありありと

うかがわれる｡

(4)

最後に, Tlle Comedy of ErroJ･Sにおける登場人物の性格描写を考察してみたいo Shake-

speareは,この点に関してもPlautusの作品のようにタイプ化していない｡

先づ二人のAntipholusであるが,兄のEphesusのAntipholusは,かなりの放蕩者
14)

であり,乱暴で,粗野で,衝動的な男であるが,戦争で主君の命を救うという手柄もたてて

いる｡叉娼婦とつき合う理由としても, ｢その女のことで,べつに文句を云われるすじあい

はないのに,女房はしょっちゅうごたごた云いましてね｣ (3.1.111-113)と云っている｡こ

のように,彼は粗野,粗暴ではあるが,人間の感情の機敏をよくわきまえている男として描

かれている｡
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弟のSyracuseのAntipholusの万は,兄と対照的であり,幾分沈み勝ちな,まじめ

で,慎重な男である｡このことは,第一幕第二場の, "I to the world amlikeadrop

of water" (1.2.35)以下の独自や,第三幕第二場におけるLucianaとの対話にあらわれ

ている｡

又,二人のDromioにしても,兄のEphesusのDromioは真面目なタイプで,いつ

も間違えられては,主人や他の連中に殴られている典型的な従僕である｡一方,弟のSyra-

cuseのDromioの万は,陽気で,絶えず冗談を云っては沈み勝ちな主人を元気づけたり

している｡又`mistaken identity'のため,主人に殴られれば, "Was there ever any

man thus beaten out of season/When in the why and the wherefore is neト

ther rhyme nor reasonP" (2.2.47-48)と対等に口をきいている｡

このように, Shakespeareは,二人のAntipholus及びDromio兄弟の性格の差をは
15)

っきり強調して, Plautusの作品より,よりリアリティを与えている｡

更に, The Comedy of Errorsの性格描写の中で注目すべき点は. Shakespeareが.

plautusの作品にあらわれないLucianaという女性を創造したことである｡彼女が創造さ

れたため, SyracuseのAntipbolusが彼女に恋をすることによって,この劇に,よりロ

マンチックな恋の雰囲気が与えられているo The Comedy of Errorsにおいては`love

theme'ほ極めて簡単にしか取り扱われていない｡然し, Shakespeareの後の喜劇作品で

重要なテ-マとなる`love theme'の萌芽が,己にこの作品にあらわれていることは注目に

値する｡

さて,この劇におけるLucianaの重要な役割の一つは,彼女の結婚観が,姉のAdriana

の結婚観と対照的におかれている点である｡両者の態度の違いは,先づ,第二幕第-場の二

人の対話にあらわれる｡ Adrianaは,食事に時間通りにもどってこない夫を評して. ｢何故

男の自由は女の自由より大きくならなければならないの｡ ｣ (2.1.10)と述べるのに対して,

Lucianaは, ｢だって,男の仕事は家の外にあるものです｡ ｣ (2.1.ll)とか, ｢けものも

魚も鳥も,みな男につかえ男が支配しているわ｡ ｣ (2.1.18-19)と答え,更に｢万物の霊

長｣である人間も, ｢やはり男が女の主人であり,君主でもある｣ (2.1.24)と, Adriana

と対照的な結婚祝を示し,この劇に,やさしい愛の雰囲気を与えている｡

Adrianaと　Lucianaの結婚観の相違がよりはっきりあらわれるのは, Adrianaの次の

台詞である｡

Hath homely age ttle alluring beauty took

From my poor cheek? Then he hath wasted it･

What ruins are in me that can be found

By him not ruin'd.? Then is he the ground
17)

If my defeatures. (2. 1. 89-98)

18)

Adrianaは,夫が自分のもとを離れるのは,自分の容色が衰えたためだと思うのである｡

彼女の結婚観は,精神的なものと云うより,外見的なものに基づいているのである｡後に,

SyracuseのAntipholusがLucianaに求婚した時,自分の夫が求婚したものと思い,
Hdeformed, crooked, old and sere,/Ilトfac'd, worse bodied, sllapeless every-
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where : /Vicious, ungentle, foolish, blunt, unkind, /Stigmatical in making,

worse in mind." (4.2.19-22)と述べる台詞の中にも,その考えがはっきり打ち出されて

いる｡

Lucianaの結婚観が, ｢私は恋を知る前に従順になるけいこをしておくつもりです｡ J

(2.1.29)と,自らを相手に与える結婚観であるのに対し, Adrianaの結婚観は,更に｢所

有｣して｢支配する｣結婚観とつながっていく｡ ｢所有｣に関する彼女の結婚観は,第二幕

第二場, SyracuseのAntipholusを夫と思い,家-帰るようすすめる時の次の台詞にあ

らわれているo彼女は草木のイメ-ジを用いて次のように云う｡

Co二ne, I will fasten on this sleeve of thine :

Thou art an elm, my husband, I a vine,

Whose weakness married to thy stronger state

Makes me with thy strength to communicate :

If aught possess thee from me, it is dross,

Usurplng Ivy, brier, Or idle moss. (2. 2. 175-80)

彼女のこの結婚観は,遂には嫉妬につながるものである｡第五幕第-場,尼借院主のE-

miliaは彼女を諭して次のように云う｡

The venom clamours of a jealous woman

Poisons more deadly than a mad dog's tooth---

The consequence is, then thy jealous fits

Hath scar'd thy husband from the use of wits.　　　　　(5. 1. 69-86)

The Comedy of Errorsの中の理想的な結婚観は, Adrianaのように｢相手を所有する｣

のではなくて. Lucianaのように｢相手に自己を与えることである｡このようにして,始

めて正常な男女の`relationship'が成立するのである｡

Syracuse　の　Antipholus　も, Ephesus -きて｢自己を失い｣ (1.2.40)ながらも,

Luciana -の愛によってもとの自分をとりもどすのである｡ Lucianaは彼にとってほ,

"mine own self's better part. /Mine eye'S clear eye, my dear heart's dearer

heart. /My food, my fortune, and my sweet hope's aim,/My sole eartll's hea-

ven, and my heaven's claim. (3.2.61-64)なのである｡このように.この劇における

Lucianaは,ただ単にAdrianaとの対照を提供するばかりではなく,この劇に`roman-

tic love'の雰囲気を与え,更に,この劇のテーマになっているSyracuseのAntipholuら

の`loss of identity'の回復に重要な役割を果しているのであるo

以上, The Comedy of Eγrorsにおいて, Shakespeareが,原典であるPlautusの

MellaeChmi,及びAmPhitruoのplotをどのように改変したか,叉,新しい作中人物

Lucianaを創造したり,その他の人物の性格描写を変えることにより,この劇をいかにす

ぐれた喜劇に発展させたかを考察した｡更に,この最も初期の喜劇の中に,早くも後期の大

作の芽が,いくつかうかがえることも指摘した｡
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(注)

ユ) T. M. Raysor (ed.). Coleridges Shakesbearean Criticism, vol. 1. (1961). P.89

2) T. M. Parrottは, Shakesbearean Comedy (1949), P.105　でThe Comedy of Errorsを

'`best plotted of Shakespeare's early comedies''と云っている｡

3) E. M. W.Ti11yardは, Essays (Literary　&　Educational), (1964), P.19でHSinking

ship'●, Hseparation"というテーマがSbakespeareに非常にうったえたこと,及び, "exile".

"dispossession", Hthreat of death''がShakespeareの作品のcommon backgroundであ

ることを指摘している｡

4) Pericles, The Tempest等参照｡

5) "To melt myself away in water-drops''(Richard m　4.1.262). ``O that this too, too

solid flesh would melt" (Hamlet, 1.2.129-130)等を参照｡

6) R. A. FoakesはThe Comedy of Errors (The Arden Shakespeare)の注で.次のよう

に述べている｡ ``No doubt this passage owes something to Acts xix. where St. Paul's

visit to Ephesus, and his dealings with those who used `curious arts'is reported (So

Baldwin, and see Noble, PP.106-7); and Ephesus would be known to an Elizabethan

audience as associated with magic through this passage.

7)この劇には.これに関する表現が屡々あらわれる｡ …There's none but witches do intlabit

here.''(3.2. 155)や`●Lapland socerers (4.3.ll), "socerers" (4.3.63.64)｡

8)窮三幕第二場, Dromio弟は. Adrianaの女中のNellに彼女のHmanH　と呼ばれ,その事を

SyracuseのAntipholus　に話す台詞の中にも, ``ass''と云う言葉があらわれ, `loss of iden-

tity'のテーマが虫められている｡ "i am an ass, I am a woman's man, and besides myself.り

(3.2.76)

9) Harold BrooksはThemes and Structure in The Comedy of Errors (Early Shake-

speare 3), Arnold. P.68で``The dominant imagery, of man as beast, reflects the

ideas of illusory appearance and malign metamorphosis."と述べている｡

10)ここでは, EphesusのAntipholusが■mistaken identity'により`feast'を妨げられるの

であるが, G. Wilson KnightはThe Imperial Theme, London, 1954, P.137で, `feast'が

妨げられるのは. Sbakespeareの作品にあってほ, `chaos of disorder'をひきおこすことを指

摘してMacbethより例をあげている｡

ll) Macbethの"sleep''及び　…sleep"に関係のあるイメージが集中的にあらわれ,すぐれた劇的

効果をあげている点を参照｡

12) Periclesの最後の場面と比べると.極めて興味がある｡

13) A. A. Foakes, The Comedy of Errors (The Order Shekespeare), 1962, P.xlix.

14)第三嘉第-場.家からしめだされた時や,気狂と間違えられた時の暴れぶりに,又,娼婦ともつ

きあっている事などにはっきりあらわれている｡

15) Plautusの　Menaechmiでは.二人のメネクムスの性格についても.その差は殆ど強調されて

いない｡

16) Shakespeareの措く　Adrianaは.じやじや憶であるが, Platusの作品と比べれば,ずつと個

性化されている｡彼女の嫉妬は夫への深い愛に根ざしているのである｡

17) Adrianaはこのようにのべているが,かつては二人の関係が次の台詞りあらわれるようなもの

であったことは注目に値するoつまり, The Comedy of ErrorsにおいてはLucianaのような

結姫観がこの劇のテーマからしても(この劇の最後の場面を参照)重要なのである｡
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The time was once when t.hou unurg'd wouldst vow,

That never words were music to thine ear･,

That never object pleasing in thine eye,

That never toucll Well welcome to thy hand,

That never lneat sweet-SaVOur'd in tlly taste,

Unless I spake, or look'd, or touch'd, or carv'd to thee　　　(2. 2. 1151120)

18)このような結婚観が間違っていることは, Shakespeareが,後の　The Merchant of Venice

の中でNerissaに歌わせている次の歌の中や, "All ti一at glisters is not gold" (2.7.65)と

いう　Moroccoの王子の言葉の中にあらわれている｡

Tell me where is fancy bred,

Or in the heart or in the head?

How begot, how nourished?

Reply, reply,

It is engend'red jn the eyes,

With gazing fed; and fancy dies

ln the Cradle wIlere it lies. (3. 2. 63-69)

19) John R. Brownは, Shakespeare and His Comedies (London, 1957), PP.54-57の中

で,この点に閑し詳細に論じている｡

20) Would you create me new?

Transform ne then, and to your power I'll yield,　　　(3.2.39-40)




